
第２学年花組 学級活動指導案 

指導者 荒井 優(教生) 

１ 日 時  令和５年９月２１日（木）9:40～10:20               於／自教室 

２ 議 題  ２花にじいろチャレンジ～２花スペシャルパーティーをしよう～ 

３ 議題選定の理由 

○ 本学級の子どもたちは、互いのよさを認め合い、自分の思いを素直に生き生きと表現しながら

学校生活を送っている。係活動では、自分たちで活動内容を決定し、「こうしたい」という思い

の下、休み時間などを利用して友達と協力しながら係の仕事に積極的に取り組んでいる様子が見

られる。 

  夏休みが終わり、子どもたちは自分たちで決めた目標や決まりを意識しながら生活をしている。

また、児童会の生活目標「協力して、けじめをつけよう」の実現に向け、「人の話を聞くとき、

きゅうしょくのときは、『お口
く ち

、ロック』」という学級行動目標を立て、互いに声を掛け合いな

がら生活しようとしている。学級の一員として、「２花を『よりよく』していきたい」という思

いを持って行動する子どもがいる一方で、学級の全員で取り組もうと決めたことに対して、自分

事として捉えきれていない子どももいる。 

○ 本議題は、１カ月間共に学んだ実習生のために、感謝の気持ちを伝えながら特別な思い出をつ

くるためのパーティーを開くことを目指すものである。本学級の子どもたちは、１学期に「１花

２花パーティー」を開いており、その経験から誰かのために計画、実践することの難しさを実感

している。一方で、人のために活動することで、相手が喜びを感じ、その喜びあふれる笑顔が自

分たちの充実感にもつながっていることを体感している。自分たちのために行うことと、誰かの

ために行うことの違いは、「相手がどう感じるか」を想像することにある。その想像を十分に膨

らませ、活動を計画していくことは、相手の気持ちや立場を考える力を高めるとともに、気持ち

を込めて物事に取り組もうとする態度を養うことができると考える。 

今回の実践は、実習生のために行うパーティーである。どの子どもたちにとっても、限られた

期間の中で共に過ごしてきた実習生の存在というものは非常に大きい。実習の終わりが見え始め、

子どもたちは、実習生への思いを強くしていることは言うまでもない。しかし、一様に感謝の気

持ちを持っているかと言えば必ずしもそうではないだろう。そこに、学級集団として実践するこ

との意義がある。感謝の気持ちをどう伝えるのかをしっかりと考え、話し合って合意形成するこ

とによって、子どもたち一人一人が自分事として、２花としての「ありがとうの形」を表現する

ことができる。また、実践に際しては、自己のよさを生かし協働することで、会の目的を達成す

ることはもちろん、より深く人間関係を形成し、自己実現を果たしていくことができると考える。

短い期間の中でつくってきた思い出を生かしてパーティーを計画、実践していくことは、今後の

子どもたちのよりよいキャリア形成にもつながると考え、本議題を選定した。 

○ 本時は学級会を行い、スペシャルパーティーで「何を、どのようなくふうでするか」について

話し合って合意形成する。学級会は子どもたちに司会・進行役をさせ、実習生と自分たちのため

のパーティーについて主体的に考えさせていきたい。目的に沿った内容になるよう、事前に話し

合って決定した提案理由を意識しながら話合いに参加するよう喚起したい。教師は話合いの中で

ファシリテーターとして、話し合うことの確認をしたり話合いの軌道修正を行ったりと、終始話

合いの調整役として見守っていきたい。全体の流れと、個人の思考の両方を把握し助言を行うこ

とで、少数意見が尊重され全員が納得のいく合意形成が行われることを目指す。 

 

 



４ 活動の評価の視点 

○ スペシャルパーティーの開催を自分事として捉え、よりよいパーティーにするにはどうしたら

いいのかについて、自分なりに考え実践することができているか。 

○ 友達の意見をしっかりと受け止め、全員が納得する形で決定できることを目指して話合いに参

加しているか。 

５ 本時の指導 

⑴ 目 標 

２花スペシャルパーティーで「何を、どのようなくふうでするか」について、提案理由をもと

に考え話し合うことができるようにする。 

⑵ 準 備 

板書用カード、掲示用ボード、パワーポイントのスライド 

⑶ 展 開 

学習活動 予想される子どもの意識の流れ ○指導上の留意点●評価 

１ 話し合うこと

を確認する。 

 

２ パーティーで

何をするかにつ

いて意見を出

す。 

 

３ 目的を基に、

具体的に何をど

のような工夫で

するのか話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 話合いで決ま

ったことを振り

返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 話し合うことを常に確

認できるようにするため

に、パワーポイントのス

ライドを用いて議題、提

案理由、決まっているこ

とを提示する。 

〇 安易な多数決が行わ

れないようにするため

に、それぞれの思いが

話合いに反映されてい

るか助言する。 

○ 提案理由に沿った話合

いを行うことができるよ

うにするために、賛成・

心配意見の内容を見詰め

つつ、適宜全体に対して

問いかけを行う。 

● 「何を、どのような

くふうでするか」につ

いて、パーティーの目

的を基に話し合うこと

ができたか。 

(発言・様態) 

〇 パーティー開催に向

けた前向きな気持ちを

引き出すため、期待感

が高まるような声掛け

を行う。 

２花スペシャルパーティーで何をする？ 

・おにごっこ 
・フルーツバスケ
ット 

・手紙をわたす 
・にがお絵をかく 
・ハンカチおとし 

何を、どんなくふうでする？ 

・おにがどんど
んかわるよう
にうんどう場
の半分だけつ
かってやろ
う。 

・みんなぜんい
んがあたるよ
うなルールを
ふやすのはど
うかな？ 

・ルールをふや
すとむずかし
くなるんじゃ
ない？ 

・ルールをまと
めた紙をくば
っておけばい
いよ。 

・一人一人がじっ
しゅう生にあり
がとうのお手紙
をわたすといい
と思うよ。 

・ハンカチをおと
されたら何か言
うのはどうか
な？ 

・手紙ならみんな
でするひつよう
はないんじゃな
いかな？ 

・ハンカチをおと
されたら、じっ
しゅう生の先生
との一番の思い
出を言うのはど
う？ 

やくわり分たんも考えないとな。 
パーティーをせいこうさせたいな。 
一生けんめいじゅんびをしよう。 

 


